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作 物 の 大 気 汚 染 被 害 の 発 生 機 構 に
関 す る生 理 的 研 究
第 3報 亜硫酸 ガス処理による大麦,小麦薬か らの
エチ レン発生について
馬 場 赴 ･酒 井 慎 吾
大気汚染物質の被雫としてはiui硫酸ガス,オキシダント(オゾン,パン等),フッ化水素
の被害のほか最近では-チレ./の被譜が問題とされている (山添 1973a.b,太田1974).
エチレンは本来植物ホルモソの一種であり,植物の内生エチレンは,仙物の生長,発育
(開花,成熟等)の調節に正賓な役割を果しており,果実の成熟に伴って しばしば 多最に
発生する.また一方低混,水分欠乏,病望,物即的,陵楓的刺戟および化学的刺戟,すな
わちオーキシン(IAA),2,41Dなどオーキシt/型除草剤や有害化学物JBによって多畳の内
生エチレンが発生する (Able1974).
最近 トマト,タバコなどの作物のオゾ./被曝に作って多額のエチレンが発′Fすることが
発見され (Cracker1971,'i:野 ･三宅1972),また ケヤ車.イチョウなどの樹木のオノ
ン被曝によってもエチレンの発生が認められ,オキシダント発′卜地域の樹木の早期j落葉が
エチレンに帰f)]する可能性の大きいことが 指摘されている (井上1974).
接着らも大麦,小麦などのSO2ガス処即の実験においてSO2曝露に伴って糞から多丑
の-チL,ソが発生するという注目すべき車LRを認めたので,その結果を報告する.
研究に当り発駐な示唆と大夏品唖亦神ノ]の渦性(低唱)の系統およびそのisogenicな並性(け通型)
の系統の種+を分譲された.瑚穏隆平教掛こ離准なlJ謝,.t3-.を衣するとともに,夕空弓削こ協力した田辺佳代
子氏に感謝する
実 験 方 法
実験は昭和48年秋～49年早春にわたりカラス室内で我成した材料について2回行った.
第-乗除では大麦 (品種キカイ-ダカ)と小麦 (品種シラサギ)を供試した.実験材料
紘,水田 卜雄をつめた宙径13cmのプラスチックポットに 11月29日播種し,2本立にし
て育てた.1月23日に大麦は草丈16cm,基数3.5本,小麦は草丈 15cm,茎数4.0本に
通したものを用い.SO2ガス処理を行った.
第二実験は,渦性 (怪型)の大変JP,種赤神力とそれから9位卜戻し交雑を行って作られた
並性 (沖通塾)の系統を供試 した (高橋,未発表).この種子を用い,実放材料を第一実
験と同じ方法で盛成し,1月29日渦性は草丈16cm,茎数4.0本,並性は草丈20cm,塞
数4.0本になったものを用い,SO2カス処理を行った.
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so2ガス処和装冊は既報と火なり,I):玖室に新設したガス送入 ･排出装iTE〔SO2ガス発
･J:ぶ ,空 ′(･tr)L新札 カス稀釈IJtn L.i:-,ガス排/x湖hy.'I,SO2ガス濃tkJl'-I動測定'T,tIとガス也
],蟻 『こしガス処雌箱 (22×43×53cm)2個をJl路 するクロスキャビネットからなる〕と
適排した t,のである.
実較粂佃 まいずれの粟験てLt,温度25oC,湿度 65-75%,照度4万ルックス,ガス通気
;.上4-68/1分,SO2ガス処和時間 1,5-2,0時F=L']で ある.2個の ガス地坪箱のうち1個
は SO.2ガス処理区用で InI-定濃度に用.･釈した SO2ガスを送るもの, はかの1個は無処理区
用で SO2ガスと同E!t:の蟹 気を送るものである.
so2ガス処理後に薬から発′じするェチレ./の1.itを測定するには,SO2ガス終了後血ちに
地 卜部のノ仁体 8gをとり,これを水 20mlを入れた 220mlの 三角 フラスコに挿して密栓
し,グロスキャビネノト内に附き一定時H,l後にj-a/[_したエチレンの鼓をガスクロマ トグラ
フィ-て測定した.
実 験 結 果
第 一 実 験
大泉 小安の SO2ガス処刑 '(-J'後の_'卜体 1g当 りの-手 レン発生茄を しらべ た･その
結果は第1図のように SO2ガス処理でエチレンの発J-tが上馴 口し,大麦では無地矧 亘の4-
5倍,小 左では無JALTT_の約2倍であった.僻/JL郡区のエチレン発ノEr'luは′ト.左か大友より多
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大麦は 小麦よりS02かス感受性が 大 きいといわれているが (谷山1972),木rJさ験でも
so2ガスによる舵′.1子(白化)葉面耶 (%)は,大友が79.5%,小変は68.3%で,大麦が小
友よりやや大きかった.
第 二 実 験
赤神力の渦性と並性の両系統の SO2ガス処理終 √後の′川i'1ど,1時悶当 りの-チL,1/
の発IEikをしらべた.
その結果は第 21那 )ように SO之ガス処理担て エチt,ソの発生濃が 著 しく増加し,ガス処
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･.:(12L』 大女 (,^榊 ノ))の此t'L系統およJ朋性系統にふけるSO21Tス地PlJ.稗の
エチレ./允生U)推移
(注) SO2ガス処理濃皮h-よひ時FIBJ:SO21･5ppm･1柑IJl(1月29日)
理 1矧削後に最も多く,その後は6日即日後まで漸減した.洞性と並性の両系統を比較する
と,無処叩区ではエチレンの発4_iは渦性か並性よJ)人きかったが,SO2ガス処理区では
IJJj系統の間に基がなかった,
so2カースによる祈害 (r']化)糞血hH%)は,軸性系統が35%,並性系統が32%てT1･)-系
統間に差が少なかった.
考 察
宇野 ･三宅 (1972)はク/くつのオノン処即で盛 Q)変色肘.I.'･と1'-･行して多itのエナL'ソの
発生を認めたか,本研究では SO2カス処即でも炎の被一書に伴って 多盤の エチL'ソの発/i-I
か認められた.すなわち第-r)湖 では炎のSO2線斉盛面fii(%)の大きい大必 よその小さ
い小麦にくらべてガス処理によるエチレンの発生id･の増加が大きかった.第二頂娘では湘
性大安系統と並性系統の脚 こ薬のSOq.被恕血flH%)に差が 少なかったが･SO2処j帥二に
ぉける両系統間のエチレン発生地にも差が少なかった.また第-実験は節二乗験にくらべ
てSO2処理膿皮が やや;･i･,く,SO2カス処理相川も長くて,兼の妓悪果両も一三(%)が大きか
ったが,-チL,ソの発生も長州L'iJi二わた1)多iLと,=･あった.したがって聾のSO2ガスによ
る柴の被苫_REl由もIi(%)ナなが フ可視?'irlEとエチレンの党'I_.との17'･Jに平行周係が,J{,るよう
に思われる.
一般に林木,矧封などのSO2ガス枇'.I.J一症状とされて いる火筒描兵･集晶の碑少などの
柿肘よ-テレソによって起る枇怒症肘 =.もあるかF･(松島1969･Able1974),これまでい
),れていたSO2ガス純甥には,SO2秒駄により誘叩 きれた fJl':I-.エチレンの′巨戊借 位によ
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る被藷 も含まれているのではないかと推測される.
またカソキツ樹ではしばしば S02による煙斑の発生 (可視被告)がなくても落葉が起る
ことが知られている (松島 ･原Et日964,65a,br66)から果樹や林木では可視閂･のない程
度の SO2ガス破門でもェチレンの先年が促進され,甲期落葉が誘iEP:3される03ではないかと
推測される.しかしその実相は今後の研究はまたなければならない.
Aharoniら (1973)紘,小麦では,播性早Ji超が 長梓晩生柵にくらべ て エチレンの発
生量が多いことを認めたが,本研究でも第二実験の無処理区において倭性の劣性迫伝子を
もつ赤神力の渦性系統がその isogenicの並性系統にくらべて エチレンの発生盛が 多かっ
た.一般にエチレンは刷物の生長を抑制するホルモンであるから,このことは,渦性系統
が域性の劣性遺伝子 uzをもち,並性系統より矧 生で 子薬用や胤長,樺長などが短いこと
と関連があるように思われる.
すでに骨 (1972)は,渦性系統は並性系統より内生ノベレ1)ンの姑が少ないことを.倉
石 (1974)は湘性系統が並性系統よりオーキシンの /i-_成が少ないことを報告している.
これらの嚇実から,この大麦湘性,並性両系統は植物の怪性化とオーキシン,ジベレリ
ン,エチレソ等の生長ホルモソとの関係を研究するのに好適の材料と思われ,今後のその
研究の進展が期待される.
摘 要
(1) 大安,小安について,SO2ガス処理に伴って薬から多血のエチレンの発生するこ
とが認められた.この際,基の SO2ガス披占`面積 (%)と菓からのエチレンの発生度が平
行していた.
(2) 大麦pu.,種赤神力の渦性 (倭型)系統とその isogenicの並性 (hL通型)系統間で,
SO2ガス処理区の集の被害面枇(%)および ェチレン発生袋はともに差が 少なかった.し
かし無処野｣x:においてほ, 渦性系統か並性系統よりエチレンの発生量が多かった.
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